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２あおもり

青森県町村会臨時総会
　

副会長は東條鰺ヶ沢町長、浜谷階上町長
会長に関和典西目屋村長を選出

就任あいさつをする関新会長と東條、浜谷両副会長

新たな執行体制を決定した臨時総会

　

本
会
は
六
月
十
四
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
臨
時
総

会
を
開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
を
行
っ
た
。

　

会
長
に
関
和
典
西
目
屋
村
長
を
選
出
し
た
の
を
は
じ
め
、

新
た
に
副
会
長
二
名
、
監
事
三
名
を
選
出
し
、
本
会
の
新
た

な
執
行
体
制
が
決
定
し
た
。
理
事
に
は
郡
町
村
会
長
を
充
て

る
こ
と
と
な
る
。

　

臨
時
総
会
に
は
、
吉
田
会
長
は

じ
め
二
十
九
町
村
長（
代
理
含
む
）

が
出
席
し
た
。

　

吉
田
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事

に
入
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
を
行
い
、
会
長
に
関
和
典

西
目
屋
村
長
、
副
会
長
に
東
條
昭

彦
鰺
ヶ
沢
町
長
、
浜
谷
豊
美
階
上

町
長
、
監
事
に
船
橋
茂
久
平
内
町

長
、
野
坂
充
横
浜
町
長
、
樋
口
秀

視
佐
井
村
長
を
選
出
し
、
新
役
員

が
決
定
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十

九
年
六
月
十
九
日
か
ら
二
年
間
。

　

役
員
選
任
後
、
就
任
あ
い
さ
つ

し
た
関
新
会
長
は
、「
こ
れ
ま
で

の
役
員
の
皆
様
方
が
作
り
上
げ
て

き
た
町
村
会
の
確
か
な
形
と
流
れ

を
し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
時
代
に
対
応
で

き
る
町
村
会
と
す
る
た
め
頑
張
っ

て
参
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

本
会
は
臨
時
総
会
終
了
後
、
青

森
市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
、

総
務
厚
生
、
産
業
経
済
両

委
員
会
を
開
催
し
、
任
期

満
了
に
伴
う
正
副
委
員
長

の
選
任
を
行
っ
た
。

　

総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、

委
員
長
に
三
浦
正
名
五
戸

町
長
を
再
任
し
た
ほ
か
、

副
委
員
長
に
平
田
博
幸
藤

崎
町
長
、
三
村
正
太
郎
お

い
ら
せ
町
長
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
経
済
委
員

会
で
は
、
委
員
長
に
鈴
木

孝
雄
田
舎
館
村
長
を
再
任

し
た
ほ
か
、
副
委
員
長
に

山
田
年
伸
大
鰐
町
長
、
金

澤
満
春
大
間
町
長
を
選
出

総
務
厚
生
委
員
長
に

三
浦
五
戸
町
長　

産
業
経
済
委
員
長
に

鈴
木
田
舎
館
村
長
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し
た
。（
両
委
員
会
の
構
成
は
名

簿
の
と
お
り
。）

　

ま
た
、
総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、

県
総
務
部
市
町
村
課
の
丸
尾
課
長

か
ら
町
村
に
お
け
る
行
財
政
的
課

題
等
、
県
健
康
福
祉
部
の
菊
地
部

長
か
ら
部
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
、

ま
た
産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
県

農
林
水
産
部
の
油
川
部
長
、
県
観

光
国
際
戦
略
局
の
秋
田
局
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
部
局
主
要
施
策
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
は
、
本
会
臨
時

総
会
終
了
後
、
議
会
臨
時
会
を
開

催
し
、
吉
田
管
理
者
は
じ
め
議
員

等
八
町
村
長
が
出
席
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
正
・
副
管
理
者
選
挙
を
行
い
、

管
理
者
に
関
西
目
屋
村
長
、
副
管

理
者
に
浜
谷
階
上
町
長
を
新
た
に

選
任
し
た
ほ
か
、
監
査
委
員
に
金

澤
大
間
町
長
を
再
任
し
た
。
ま
た
、

報
告
事
項
一
件
を
審
議
し
、
原
案

通
り
承
認
し
た
。

臨
時
総
会
で
選
任
さ
れ
た
役
員

会　

長関せ
き　

　

和か
ず

典の
り

（
西
目
屋
村
長
）

監　

事船ふ
な

橋は
し　

茂し
げ

久ひ
さ

（
平
内
町
長
）

野の

坂ざ
か　

　

充
み
つ
る

（
横
浜
町
長
）

樋ひ

口ぐ
ち　

秀ひ
で

視み

（
佐
井
村
長
）

副
会
長東と
う

條じ
ょ
う

　

昭あ
き

彦ひ
こ

（
鰺
ヶ
沢
町
長
）

浜は
ま

谷や　

豊と
よ

美み

（
階
上
町
長
）

理　

事

久
慈　

修
一
（
蓬
田
村
長
）

成
田　
　

誠
（
板
柳
町
長
）

山
田　

年
伸
（
大
鰐
町
長
）

三
村
正
太
郎
（
お
い
ら
せ
町
長
）

金
澤　

満
春
（
大
間
町
長
）

三
浦　

正
名
（
五
戸
町
長
）

青森県町村会政務調査委員会 （平成29年６月14日現在）

総務厚生委員会（14名）
委 員 長　　三浦　正名　（五戸町長）
副委員長　　平田　博幸　（藤崎町長）
　 〃 　　　三村正太郎　（おいらせ町長）
委　　員　　阿部　義治　（今別町長）
　 〃 　　　山﨑　結子　（外ヶ浜町長）
　 〃 　　　吉田　　満　（深浦町長）
　 〃 　　　関　　和典　（西目屋村長）
　 〃 　　　成田　　誠　（板柳町長）
　 〃 　　　吉田　　豊　（六戸町長）
　 〃 　　　野坂　　充　（横浜町長）
　 〃 　　　越善　靖夫　（東通村長）
　 〃 　　　樋口　秀視　（佐井村長）
　 〃 　　　浜谷　豊美　（階上町長）
　 〃 　　　櫻井　雅洋　（新郷村長）

産業経済委員会（16名）
委 員 長　　鈴木　孝雄　（田舎館村長）
副委員長　　山田　年伸　（大鰐町長）
　 〃 　　　金澤　満春　（大間町長）
委　　員　　船橋　茂久　（平内町長）
　 〃 　　　久慈　修一　（蓬田村長）
　 〃 　　　東條　昭彦　（鰺ヶ沢町長）
　 〃 　　　相川　正光　（鶴田町長）
　 〃 　　　濱舘　豊光　（中泊町長）
　 〃 　　　中谷　純逸　（野辺地町長）
　 〃 　　　小又　　勉　（七戸町長）
　 〃 　　　蛯名　鉱治　（東北町長）
　 〃 　　　戸田　　衛　（六ヶ所村長）
　 〃 　　　冨岡　　宏　（風間浦村長）
　 〃 　　　松尾　和彦　（三戸町長）
　 〃 　　　山本　晴美　（田子町長）
　 〃 　　　工藤　祐直　（南部町長）

管
理
者
に

関
西
目
屋
村
長
を
選
任

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

議
会
臨
時
会
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地方財政基盤の充実・強化等を訴える

平成30年度重点施策提案に係る国会議員説明会
県・市長会・町村会３者合同で

吉田会長が地方創生の推進、地方財政基盤の充実・強化等を訴える

　

説
明
会
に
は
、
県
選
出
国
会
議

員
の
津
島
淳
衆
議
院
議
員
、
大
島

理
森
衆
議
院
議
長
、
木
村
太
郎
衆

議
院
議
員
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院

議
員
、
升
田
世
喜
男
衆
議
院
議
員
、

田
名
部
匡
代
参
議
院
議
員
ほ
か
代

理
と
し
て
国
会
議
員
秘
書
が
出
席

し
た
。

　

ま
た
、
本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
、

金
澤
副
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村

長
十
二
人
、
県
か
ら
は
三
村
知
事

ほ
か
副
知
事
と
関
係
部
局
長
、
県

市
長
会
か
ら
は
小
野
寺
会
長
（
青

森
市
長
）
ほ
か
各
市
長
（
代
理
含

む
）
な
ど
、
約
百
三
十
人
が
出
席

し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
三
村
知
事
が
主

催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

県
、
市
長
会
、
本
会
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
重
点
施
策
が
説
明
さ
れ
、
そ
の

後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
は
じ
め
に
吉
田

会
長
が
「
町
村
は
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
等
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
活
性
化

に
向
け
て
地
方
創
生

を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
く
の
で
、
町
村
が

取
り
組
む
支
援
に
つ

い
て
ご
支
援
願
う
と

と
も
に
、
財
政
基
盤

の
充
実
・
強
化
、
地

域
医
療
の
確
保
・
充

実
等
も
重
要
課
題
で

あ
り
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
地
方
が
国
を

大
き
く
上
回
る
行
財

政
改
革
を
実
施
し
、

相
当
努
力
を
し
て
積

み
上
げ
た
基
金
の
増

加
を
も
っ
て
地
方
財

政
に
余
裕
が
あ
る
か

の
よ
う
な
議
論
は
断

　

本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
者
合
同
に
よ
り
、
六
月
四
日
、
青
森

市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
平
成
三
十
年
度
重
点
施
策
提
案
に
係
る
国

会
議
員
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
、
金
澤
副
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
が

出
席
し
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
地
方
創
生
の
推
進
や
地
方
財

政
基
盤
の
充
実
・
強
化
な
ど
七
項
目
の
重
点
施
策
を
説
明
し
、
実
現

へ
協
力
を
求
め
た
。

説明会には約130人が出席

地方財政基盤の充実・強化等を訴える

平成30年度重点施策提案に係る国会議員説明会
県・市長会・町村会３者合同で
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本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
者

合
同
に
よ
り
六
月
八
日
、
東
京
都

内
で
、
自
由
民
主
党
を
は
じ
め
内

閣
官
房
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
並
び

に
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
平

成
三
十
年
度
の
重
点
施
策
提
案
を

行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
が
参
加

し
、
自
由
民
主
党
の
二
階
幹
事
長
、

細
田
総
務
会
長
の
ほ
か
、
関
係
省

庁
幹
部
に
面
談
の
う
え
、
本
県
の

実
情
を
強
く
訴
え
施
策
の
実
現
を

求
め
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
財
務
省
等
に
対

し
、
平
成
三
十
年
度
地
方
財
政
対

策
及
び
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る

国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
継
続
に
関
す
る
要
望
活

動
を
行
っ
た
。

じ
て
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

交
付
税
を
含
め
地
方
に
必
要
な
財

源
を
必
ず
や
確
保
す
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

引
き
続
き
本
会
事
務
局
か
ら
、
地

方
創
生
の
推
進
や
地
方
財
政
基
盤

の
充
実
・
強
化
な
ど
、
七
項
目
の

重
点
施
策
を
説
明
し
た
。（
本
会

重
点
施
策
の
説
明
項
目
は
左
記
の

と
お
り
。）

　

ま
た
、
県
か
ら
、
新
た
な
課
題

に
対
応
で
き
る
消
費
者
行
政
推
進

の
た
め
の
交
付
金
制
度
の
見
直
し

な
ど
十
八
項
目
、
市
長
会
か
ら
、

農
業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
技
能

実
習
制
度
の
規
制
緩
和
な
ど
十
二

項
目
の
重
点
施
策
を
説
明
し
た
。

県選出国会議員６人が出席

細田自由民主党総務会長へ要望

関
係
省
庁
等
に

重
点
施
策
提
案
活
動

地
方
財
政
対
策
に

関
す
る
要
請
も
実
施

１．地方創生の推進について（３団体共通要望項目）
２．地方財政基盤の充実・強化について（３団体共
通要望項目）

３．医療・保健・福祉施策の強力な推進について
　（１）地域医療の確保・充実について
　（２）総合的な子育て支援及び国民健康保険制度

の安定運営について
４．農林水産業の振興について
　（１）農業の振興について
　（２）林業・水産業の振興について
５．社会基盤の整備促進について
　（１）道路の整備等について
　（２）防災・減災・老朽化対策の強化について
　（３）治水対策について
６．観光客誘客対策の推進について
７．環境保全対策の推進について

平成30年度地方財政対策に関する要請
　現在、政府において、地方における基金残高の増加をもっ
て、地方財政計画の適正化等を速やかに行うべきとの議論が
行われている。
　これに対して、地方六団体からの要請にもあったとおり、
地方における基金は財政運営の年度間調整に必要なものであ
り、不測の事態により生ずる財源不足については、基金の取
崩し等により対応を図るほかないことを十分踏まえるべきで
あり、また、団体毎の実情や基金の状況は一様ではなく、全
国総額の増加をもって地方財政に余裕があるかのような議論
は容認できないものである。
　青森県分を例にとると、平成17年度と平成27年度の基金残
高の比較で、総額は微増となっているものの、財政調整基金
と減債基金との合計では大幅減となっており、その他特定目
的基金は増加となっているものの、その大宗は国の政策に基
づくものとなっている。
　県及び県内市町村は、懸命に行財政改革に取組みながら基
金の積立て・残高の確保を図りつつ、各団体の実情に沿った
行政サービスを担えるよう財政運営を行っているところであ
り、以下のことについて強く求めるものである。

　地方の基金残高の全国総額の増加を理由として、地方交付

税総額の削減を行わないこと。

　そのうえで、地方の安定的な財政運営に必要な一般財源総

額を十分に確保すること。

本会重点施策の説明事項



６あおもり

　

 

会
議
は
、
県
側
か
ら
三
村
知

事
ほ
か
関
係
部
局
長
、
各
地
域
県

民
局
長
、
本
会
か
ら
吉
田
会
長
を

は
じ
め
県
内
全
三
十
町
村
長
（
代

理
含
む
）
と
各
郡
町
村
会
事
務
局

長
等
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
の
三
村
知
事
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
吉
田
会
長
が
県
に
対

す
る
提
言
を
述
べ
、
県
担
当
部
局

か
ら
は
、
当
日
回
答
の
項
目
に
対

す
る
所
見
が
述
べ
ら
れ
た
。（
概

要
は
後
述
の
と
お
り
。）

　

次
に
、
県
・
町
村
共
通
の
政
策

課
題
と
し
て
、
県
提
出
の
「
将
来

の
労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
」、及
び
本
会
提
出
の
「
人

口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
地
域
の

魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
・
雇
用
拡

大
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

本
会
提
言
に
対
す
る
県
所
見

（
会
議
当
日
回
答
分
、
一
部
抜
粋
。

項
目
番
号
は
左
記
の
提
言
項
目
番

号
に
符
合
。）

５
．
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
２
）
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

＝
「
良
医
を
育
む
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
に
基
づ
き
、
医
師
不
足
の

解
消
と
医
師
の
県
内
定
着
を
図
る

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

医
師
修
学
資
金
の
特
別
枠
貸
与
者

も
地
域
医
療
の
現
場
で
勤
務
し
始

め
て
お
り
、
今
後
も
多
く
の
卒
業

生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
引
き

続
き
、
若
手
医
師
が
地
域
医
療
を

支
え
る
医
師
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を

形
成
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、

医
師
数
の
増
加
と
い
う
根
本
策
の

効
果
が
上
が
る
ま
で
に
は
な
お
時

間
を
要
す
る
。
県
と
し
て
は
、
今

後
と
も
弘
前
大
学
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
市

町
村
の
努
力
に
応
え
る
べ
く
地
域

医
療
の
確
保
・
充
実
に
努
め
る
。

（
４
）
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安

定
運
営
に
つ
い
て
＝
国
保
事
業
費

納
付
金
及
び
標
準
保
険
料
率
は
県

国
民
健
康
保
険
市
町
村
等
連
携
会

議
で
合
意
し
た
算
定
ル
ー
ル
に
基

づ
き
算
定
す
る
。
激
変
緩
和
の
基

準
、
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、

国
の
国
保
基
盤
強
化
協
議
会
等
の

議
論
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
会
議

に
お
い
て
、
市
町
村
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

６
．
雇
用
及
び
移
住
・
定
住
者
促

進
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
＝
首
都

圏
移
住
相
談
窓
口
「
あ
お
も
り
暮

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
運

営
や
、
首
都
圏
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

及
び
、
県
・
市
町
村
合
同
の
移
住

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、
移

住
希
望
者
に
向
け
た
相
談
対
応
や

情
報
発
信
、
ま
た
、
移
住
希
望
者

が
実
際
に
移
住
す
る
ま
で
の
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た
取
り
組
み

等
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
引

き
続
き
市
町
村
や
民
間
団
体
と
連

携
し
て
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

整
備
等
を
行
う
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
県
内
就
職
促

進
に
つ
い
て
は
、
魅
力
あ
る
質
の

高
い
雇
用
の
場
を
つ
く
る
た
め
、

産
業
立
地
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
や
、

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
に
対
し

て
も
県
内
企
業
の
魅
力
に
つ
い
て吉田会長が本会重要施策について提言

　

県
は
、
六
月
九
日
、
青
森
市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
平
成

二
十
九
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
を
開
催
し
、
本

会
か
ら
吉
田
会
長
を
は
じ
め
各
町
村
長
が
出
席
し
、
県
に
対

し
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
な
ど

十
一
項
目
の
提
言
事
項
を
説
明
し
、
実
現
を
強
く
訴
え
た
。

医療・保健・福祉・子育て支援
施策の推進など11項目を提言

将来の労働力確保に向けた取組、人口減少社会に対応した将来の労働力確保に向けた取組、人口減少社会に対応した
雇用拡大について意見交換雇用拡大について意見交換

平成29年度市町村長会議（町村の部）平成29年度市町村長会議（町村の部）
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情
報
発
信
の
強
化
を
図
り
、
こ
れ

か
ら
も
幅
広
い
若
い
人
の
雇
用
の

創
出
、
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
。

７
．
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

（
１
）
農
業
の
持
続
的
発
展
・
競

争
力
強
化
に
つ
い
て

　

②
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

農
業
対
策
に
つ
い
て
＝
生
産
基
盤

の
強
化
の
ほ
か
、
青
天
の
霹
靂
を

は
じ
め
と
し
た
県
産
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
若
手
農
業
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
育
成
な
ど
県
独
自
の
対
策

を
強
化
し
て
い
く
。
食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
輸
出

拡
大
や
他
産
地
の
差
別
化
を
図
る

た
め
の
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
拡
大

に
取
り
組
む
ほ
か
、
高
品
質
で
安

心
安
全
な
農
産
物
の
生
産
基
盤
で

あ
る
土
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、

本
県
農
業
の
競
争
力
を
高
め
て
い

く
。

８
．
社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

（
１
）
防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対

策
に
つ
い
て
＝
防
災
・
減
災
対
策

を
推
進
す
る
た
め
の
財
源
確
保
に

つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
、
減
災
事

業
債
の
恒
久
化
や
対
象
事
業
の
拡

大
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
予
算

が
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
確
保
さ

れ
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

９
．
観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
＝
北
海
道
新
幹
線
開
業
に

よ
り
、
本
県
と
道
南
地
域
の
時
間

が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
海
外

か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
活
用
し

な
が
ら
、
新
幹
線
を
は
じ
め
、
海

路
・
空
路
の
多
様
な
交
通
機
関
を

組
み
合
わ
せ
た
立
体
観
光
を
引
き

続
き
推
進
す
る
。

三村知事が県と町村とのより一層の連携を
呼びかける

平成29年度市町村長会議（町村の部）提言項目
１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

３　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

４　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対
策
に
つ
い
て

５　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

　
（
１
）
総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

　
（
２
）
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

　
（
３
）
弘
前
大
学
医
師
修
学
資
金
支
援
事
業
に
つ

い
て

　
（
４
）
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
運
営
に
つ
い

て

　
（
５
）
健
康
づ
く
り
と
平
均
寿
命
の
延
伸
に
つ
い

て

６　

雇
用
及
び
移
住
・
定
住
者
促
進
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

７　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
（
１
）
農
業
の
持
続
的
発
展
・
競
争
力
強
化
に
つ

い
て

　
　

①
米
政
策
改
革
に
つ
い
て

　
　

②
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
農
業
対
策
に
つ

い
て

　
（
２
）
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
等
に
つ
い
て

　
（
３
）
米
の
生
産
数
量
目
標
の
設
定
に
つ
い
て

　
（
４
）「
青
天
の
霹
靂
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
県
産

米
の
評
価
向
上
に
つ
い
て

　
（
５
）
り
ん
ご
生
産
振
興
対
策
等
の
推
進
に
つ
い

て

　
　

①
果
樹
経
営
の
安
定
に
向
け
て

　
　

②
り
ん
ご
防
除
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
（
６
）
県
産
農
林
水
産
品
の
販
路
拡
大
と
六
次
産

業
化
等
に
つ
い
て

　
　

①
販
路
拡
大
等
に
つ
い
て

　
　

②
輸
出
拡
大
に
つ
い
て

　
　

③
県
産
食
材
の
学
校
給
食
で
の
利
用
拡
大
に
つ

い
て

　
（
７
）
適
切
な
森
林
整
備
と
県
産
材
の
利
用
促
進

等
に
つ
い
て

　
（
８
）
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
９
）
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
つ
い

て

８　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て

　
（
１
）
防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

　
（
２
）
道
路
の
整
備
促
進
及
び
道
路
整
備
予
算
の

確
保
に
つ
い
て

　
（
３
）
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
４
）
下
北
半
島
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
等

の
整
備
に
つ
い
て

　
（
５
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
の
確
保
に
つ
い
て

　
（
６
）
函
館
〜
大
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
恒
久
的
運

航
に
向
け
た
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
（
７
）
一
級
河
川
岩
木
川
及
び
馬
淵
川
の
整
備
促

進
等
に
つ
い
て

９　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

10　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
つ
い
て

11　

栄
養
教
諭
の
配
置
促
進
に
つ
い
て



８あおもり

　

本
会
は
六
月
一
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
正
副
会
長
・
理
事
・

監
事
・
政
務
調
査
委
員
長
・
顧
問

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
、
吉
田
会
長
は
じ
め
役
員
町
村

長
十
人
。

　

会
議
で
は
、
六
月
十
四
日
に
開

催
さ
れ
る
本
会
臨
時
総
会
次
第
案
、

同
月
四
日
に
県
、
市
長
会
と
三
者

合
同
に
よ
り
実
施
す
る
平
成
三
十

年
度
重
点
施
策
提
案
に
係
る
国
会

議
員
説
明
会
で
の
本
会
か
ら
の
提

案
事
項
を
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
九
年

青
森
県
町
村
会
臨
時
総
会
開
催
期

日
及
び
総
会
次
第
案
に
つ
い
て
＝

臨
時
総
会
の
概
要
は
、
本
紙
二
、

三
頁
参
照
。

○
協
議
事
項
２　

本
会
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
＝
新
た
な
役
員
体
制

は
、
本
紙
二
、三
頁
参
照
。

○
協
議
事
項
３　

平
成
三
十
年
度

重
点
施
策
提
案
に
係
る
国
会
議
員

説
明
会
等
に
つ
い
て
＝
本
会
か
ら

の
提
案
項
目
を
次
の
と
お
り
決
定

し
た
。（
説
明
会
の
概
要
は
、
本

紙
四
、五
頁
参
照
。）

◎
平
成
三
十
年
度
政
府
予
算
編
成

及
び
施
策
に
関
す
る
提
案

１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い

２　

町
村
自
治
の
確
立
及
び
町
村

財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
に
つ

い
て

３　

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

４　

医
療
・
保
健
・
福
祉
施
策
の

強
力
な
推
進
に
つ
い
て

⑴　

地
域
医
療
の
確
保
・
充
実

に
つ
い
て

⑵　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

⑶　

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な

運
営
に
つ
い
て

⑷　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安

定
運
営
に
つ
い
て

５　

栄
養
教
諭
の
配
置
促
進
に
つ

い
て

６　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て

　

⑴　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

⑵　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

⑶　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

７　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
に
つ

い
て

⑴　

防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対

策
の
強
化
に
つ
い
て

　

⑵　

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

　

⑶　

治
水
対
策
に
つ
い
て

８　

雇
用
施
策
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

９　

観
光
客
誘
客
対
策
に
つ
い
て

10　

情
報
化
施
策
の
推
進
に
つ

い
て

11　

原
子
力
施
設
等
の
安
全
対
策

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い

て

国
へ
の
重
点
施
策
提
案
事
項
等
を
決
定

役
員
合
同
会
議

　

本
会
は
五
月
九
日
、
青
森
市
の

ホ
テ
ル
青
森
で
町
村
総
務
課
長
会

議
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
町
村

総
務
担
当
課
長
等
三
十
八
人
。

　

会
議
で
は
、
本
会
総
務
課
か
ら

町
村
長
健
康
管
理
研
修
、
弔
慰
金

等
の
支
給
、
顧
問
弁
護
士
な
ど
十

項
目
、
業
務
共
済
課
か
ら
各
種
研

修
、
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
、

法
令
外
負
担
金
の
規
制
な
ど
業
務

関
係
十
三
項
目
、
公
有
建
物
共
済

「
共
済
基
準
額
」
の
見
直
し
、
災

害
対
策
費
用
保
険
な
ど
共
済
関
係

四
項
目
、
市
町
村
税
滞
納
整
理
機

構
か
ら
機
構
の
概
要
な
ど
四
項
目

に
つ
い
て
説
明
し
、
各
業
務
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、引
き
続
き
、（
株
）ハ
リ
ー

ア
ン
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役

の
中
村
葉
志
生
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
事
例
か
ら
学

ぶ
不
祥
事
防
止
の
考
え

方
」
と
題
し
講
演
を
行
っ

た
。

　

中
村
氏
は
、
人
や
組
織

が
犯
す
罪
に
は
、
犯
す
罪

の
発
端
〈
故
意
と
過
失
〉

と
行
為〈
作
為
と
不
作
為
〉

で
整
理
で
き
る
。
こ
の
発

端
と
行
為
に
よ
り
不
祥
事

が
生
じ
る
、
と
説
明
。
上

位
職
の
課
題
は
、
自
分
の

不
作
為
や
職
場
の
不
作
為
を
い
か

に
な
く
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
。
故
意
・
作
為
の
罪
へ
の
対
応

は
も
と
よ
り
、
不
作
為
の
罪
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
業
務
の
質

を
あ
げ
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
公

務
員
倫
理
は
職
員
を
不
幸
な
目
に

遭
わ
せ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
で

あ
る
、
な
ど
と
述
べ
た
。

不祥事防止について講演する中村講師

本
会
事
業
に
対
し
協
力
を
求
め
る

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
取
り
組
む

姿
勢
を
学
ぶ

町
村
総
務
課
長
会
議
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
三
つ
の

各
団
体
は
、
六
月
十
四
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成
二
十
九

年
度
理
事
会
、
総
会
を
開
催
し
た
。

　

各
団
体
は
、
平
成
二
十
八
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
等
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
県
支
部
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任
を
行
っ
た
。

　

各
団
体
の
理
事
会
、
総
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

　

理
事
会
に
は
吉
田
会
長
（
六
戸

町
長
）
を
は
じ
め
、
理
事
十
一
人

（
代
理
含
む
）
が
出
席
し
、
収
支

予
決
算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

全
国
山
村
過
疎
地
域

振
興
連
盟
青
森
県
支
部

　

理
事
会
に
は
、野
坂
支
部
長（
横

浜
町
長
）
を
は
じ
め
理
事
十
人
が

出
席
し
、
収
支
予
決
算
等
を
承
認
、

決
定
し
た
。
ま
た
、
欠
員
に
伴
う

副
支
部
長
の
選
任
を
行
い
、
久
慈

蓬
田
村
長
を
選
任
し
た
。

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

　

総
会
に
は
、
関
支
部
長
（
西
目

屋
村
長
）
を
は
じ
め
会
員
市
町
村

か
ら
六
人
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
・

副
支
部
長
の
選
任
を
行
い
、
支
部

長
に
関
西
目
屋
村
長
を
再
任
し
、

副
支
部
長
に
吉
田
深
浦
町
長
を
選

任
し
た
。

青森県広報広聴協議会理事会の様子

会　

長

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

副
会
長

　

小
野
寺　

晃　

彦（
青
森
市
長
）

　

原　

田　

啓　

一（
県
企
画
政
策
部
長
）

理　

事

　

葛　

西　

憲　

之（
弘
前
市
長
）

　

小　

林　
　
　

眞（
八
戸
市
長
）

　

髙　

樋　
　
　

憲（
黒
石
市
長
）

　

平　

山　

誠　

敏（
五
所
川
原
市
長
）

　

小
山
田　
　
　

久（
十
和
田
市
長
）

　

宮　

下　

宗
一
郎（
む
つ
市
長
）

　

福　

島　

弘　

芳（
つ
が
る
市
長
）

　

長　

尾　

忠　

行（
平
川
市
長
）

　

久　

慈　

修　

一（
蓬
田
村
長
）

　

成　

田　
　
　

誠（
板
柳
町
長
）

　

山　

田　

年　

伸（
大
鰐
町
長
）

　

三　

村　

正
太
郎（
お
い
ら
せ
町
長
）

　

金　

澤　

満　

春（
大
間
町
長
）

　

三　

浦　

正　

名（
五
戸
町
長
）

支
部
長

　

野　

坂　
　
　

充

（
横
浜
町
長
）〈
山
・
過
〉

　
（
山
村
振
興
部
会
長
兼
任
）

副
支
部
長

　

東　

條　

昭　

彦

（
鰺
ヶ
沢
町
長
）〈
過
〉

　
（
過
疎
地
域
対
策
部
会
長
兼
任
）

　

久　

慈　

修　

一

（
蓬
田
村
長
）〈
山
〉

理　

事

　

平　

山　

誠　

敏

（
五
所
川
原
市
長
）〈
過
〉

　

長　

尾　

忠　

行

（
平
川
市
長
）〈
山
〉

　

船　

橋　

茂　

久

（
平
内
町
長
）〈
過
〉

　

関　
　
　

和　

典

（
西
目
屋
村
長
）〈
山
〉

　

山　

田　

年　

伸

（
大
鰐
町
長
）〈
過
〉

　

濱　

舘　

豊　

光

　（

中
泊
町
長）

〈
山
〉

　

冨　

岡　
　
　

宏

　（

風
間
浦
村
長）

〈
山
〉

　

樋　

口　

秀　

視

　（

佐
井
村
長）

〈
過
〉

　

松　

尾　

和　

彦

　（

三
戸
町
長）

〈
山
〉

　

三　

浦　

正　

名

　（

五
戸
町
長）

〈
過
〉

※
〈
山
〉
は
山
村
担
当
理
事

※
〈
過
〉
は
過
疎
担
当
理
事

支
部
長

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

副
支
部
長

　

吉　

田　
　
　

満（
深
浦
町
長
）

会　

員

　

青

森

市

　

黒

石

市

　

十

和

田

市

　

平

川

市

　

鰺

ヶ

沢

町

　

三　

戸　

町

　

種　

市　

一　

正（
三
沢
市
長
）

　

船　

橋　

茂　

久（
平
内
町
長
）

　

樋　

口　

秀　

視（
佐
井
村
長
）

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興

連
盟
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
29
市
町
村
）

青
森
県
町
村
会
内
部
団
体

協
議
会
共
通
監
事

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
8
市
町
村
）

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を
決
定

各
団
体
理
事
会
・
総
会

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

（
会
員
数
＝
県
・
40
市
町
村
）

本
会
に
事
務
局

を
置
く
各
団
体

役
員
名
簿

（
平
成
29
年
７
月
１
日
現
在
）
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任
期
満
了
に
伴
う
中
泊
町
長
選

挙
は
、
四
月
九
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
濱
舘
豊
光
氏

（

57）

が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
東
京
事
務
所
長
、
県

総
務
部
参
事
・
秘
書
課
長

中
泊
町
長　

濱は
ま

舘だ
て　

豊と
よ

光み
つ　

氏

　

日
本
広
報
協
会
は
、
五
月
十
六

日
、
平
成
二
十
九
年
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
を
発
表
し
、

映
像
部
門
で
青
森
市
「
世
界
一
の

豪
雪
地
帯
」
が
入
選
二
席
に
、
ま

た
、広
報
写
真
（
一
枚
写
真
部
門
）

で
弘
前
市
「
広
報
ひ
ろ
さ
き
（
平

成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
号
）」

が
入
選
に
入
賞
し
た
。

　

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
広

報
紙
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広
報
写

真
、
映
像
、
広
報
企
画
の
五
媒
体

十
部
門
が
対
象
で
、
同
作
品
は
本

会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報
広
聴

協
議
会
が
今
年
一
月
に
開
催
し
た

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
の
審

査
を
経
て
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
推
薦
さ
れ
て
い
た
。

　

本
県
推
薦
作
品
の
入
賞
は
、
平

成
二
十
五
年
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

映
像
部
門
に
お
い
て
入
賞
し
て
以

来
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
本
会
、
県
市
長

会
、
県
市
町
村
振
興
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
六
月
二
十
七
日
、
青

森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、

県
市
町
村
広
報
広
聴
担
当
者
研
修

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町

村
の
広
報
広
聴
担
当
者
三
十
六
人
。

　

研
修
会
に
先
立
ち
、
平
成
二
十

九
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

を
行
い
、
広
報
紙
総
合
の
部
特
選

の
弘
前
市
を
は
じ
め
、
広
報
紙
、

写
真
、
映
像
各
部
門
で
優
秀
な
成

績
を
修
め
た
団
体
に
対
し
表
彰
状

を
授
与
し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
広
報
広
聴
課
よ

ク
ー
ル
写
真
部
門
の
審
査
委
員
と

し
て
の
経
験
等
を
踏
ま
え
、
写
真

撮
影
の
基
礎
知
識
を
説
明
。
被
写

界
深
度
で
撮
影
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

た
迫
力
あ
る
広
報
写
真
の
撮
り
方

や
活
用
法
等
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
自
治
体
の
広
報
紙

に
掲
載
さ
れ
た
広
報
写
真
を
使
い

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
っ
た
ほ
か
、
撮

影
実
習
で
は
、
参
加
者
が
実
際
に

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
使
い
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
写
真
や
授
与
式
等
の
撮

影
方
法
を
例
に
、
被
写
体
や
シ
ー

ン
ご
と
の
撮
影
方
法
や
表
現
力
を

豊
か
に
す
る
撮
影
方
法
な
ど
写
真

撮
影
の
技
術
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
た
。

　

本
会
は
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

六
月
二
十
八
日
、
青
森
市
の
青
森

国
際
ホ
テ
ル
で
、
人
物
試
験
評
価

者
講
習
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

市
町
村
の
人
事
担
当
管
理
職
員
等

二
十
四
人
。

り
今
年
度
の
年
間
重
点
広
報
計
画

の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

研
修
で
は
、フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

の
川
西
正
幸
氏
が
「
広
報
写
真
の

実
践
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
術
」
と
題
し

講
演
し
た
。

　

川
西
講
師
は
、
全
国
広
報
コ
ン

　

本
会
の
小
笠
原
常
務
理
事
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
公
益
財
団
法
人

日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の

長
田
好
美
氏
が
面
接
試
験
の
基
礎

知
識
や
質
問
・
評
価
の
技
法
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

長
田
氏
は
「
面
接
試
験
の
役
割

は
人
物
面
の
資
質
を
検
証
す
る
こ

と
で
あ
り
、
受
験
者
の
人
柄
、
意

欲
、
対
人
関
係
能
力
等
を
判
定
す

る
こ
と
が
必
要
。
面
接
時
は
、
受

験
者
に
安
心
し
て
話
を
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
本
来
の
姿
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

人
物
・
面
接
が
重
視
さ
れ
て
き
て

い
る
た
め
、
面
接
官
の
役
割
・
責

任
も
重
み
を
増
し
、
訓
練
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
模
擬
面
接
試
験
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
鑑
賞
を
し
た
あ
と
、
受
験
者

の
面
接
カ
ー
ド
の
内
容
を
確
認
し

な
が
ら
評
定
項
目
に
沿
っ
て
人
物

像
を
分
析
し
、
観
察
・
評
価
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
ほ
か
、
出
席

者
が
面
接
官
役
と
受
験
者
役
に
分

か
れ
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
意
識

し
た
質
問
の
展
開
等
に
つ
い
て
実

習
を
行
っ
た
。

本
県
か
ら
２
作
品

が
入
賞

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

広
報
写
真
撮
影
の

技
術
を
習
得

広
報
広
聴
担
当
者
研
修
会

効
果
的
な
人
物
評
価
と
は人物

試
験
評
価
者
講
習

説明する長田講師

強調性のある撮り方を説明する
川西氏
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成29年７月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 １ 29.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ 33. 4.23 宮　　本　　一　　男
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 １ 29.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 ２ 29.12.26 佐　　藤　　　　　薫
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ 32.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ３ 30. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ 32.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ 33. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ 33. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ 32. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ 32.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ 33. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 三　　村　　正 太 郎 S24.10. 7 ５ 30. 3.25
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ 33. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ 33. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ 33. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 １ 30. 4.26

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ 32.12.15
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ５ 30. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ３ 29.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ 33. 5.28

　

任
期
満
了
に
伴
う
七
戸
町
長
選

挙
は
四
月
十
一
日
告
示
さ
れ
、
現

職
の
小
又　

勉
氏
（
68
）
が
無
投

票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
副
町
長
、
旧
天
間
林

村
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
北
町
長
選

挙
は
、
四
月
九
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
蛯
名
鉱
治
氏

（

57）

が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
副
町
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
郷
村
長
選

挙
は
、
五
月
二
十
一
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
新
人
の
櫻
井
雅
洋
氏

（
64
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
会
計
管
理
者
兼
出
納

室
長

七
戸
町
長　

小こ

又ま
た　

　

勉つ
と
む　

氏

東
北
町
長　

蛯え
び

名な　

鉱こ
う

治じ　

氏

新
郷
村
長　

櫻さ
く
ら
い井　

雅ま
さ

洋ひ
ろ　

氏
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県内で一番早く朝日が昇る小舟渡海岸

　

光
の
ふ
る
さ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
階
上
町
は
、
青
森
県
の
最
東
南

端
に
位
置
し
県
内
で
最
も
早
く
朝
日
が
昇
り
、
元
朝
参
り
に
は
多
く

の
人
が
階
上
岳
や
階
上
灯
台
で
ご
来
光
を
拝
み
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
五
月
に
階
上
岳
と
階
上
海
岸
が
八
戸
市
種
差
海
岸

と
共
に
三
陸
復
興
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

地
域
資
源
と
人
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
八
戸
市
〜

岩
手
県
久
慈
市
ま
で
の
一
部
ル
ー

ト
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

と
は
環
境
省
が
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
支
援
を
目
的
に
進
め
て
い

る
七
つ
の
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
八

戸
市
蕪
島
か
ら
福
島
県
相
馬
市
松

川
浦
ま
で
の
沿
岸
約
七
百
㎞
に
及

ぶ
長
距
離
遊
歩
道
で
す
。
平
成
三

十
年
度
に
全
線
開
通
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

階
上
町
ル
ー
ト
は
、
三
陸
復
興

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
階
上
海

岸
と
天
然
の
つ
つ
じ
が
群
生
し

赤
々
と
咲
き
乱
れ
る
階
上
岳
を
結

ぶ
三
十
三
・
一
㎞
の
区
間
で
、
海
・

里
・
山
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
気
持

ち
よ
く
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
想
い
か
ら
、
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
沿
線
に
位
置
す
る
商
店
や

食
事
処
、
個
人
の
方
々
が
「
お
も

て
な
し
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
と
な
り
、

ト
イ
レ
や
休
憩
場
所
を
提
供
。
さ

り
げ
な
い
お
も
て
な
し
で
ト
レ
イ

ル
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
階
上
岳
や
階
上

海
岸
の
ガ
イ
ド
、
陶
芸
や
農
家
民

泊
な
ど
の
思
い
出
づ
く
り
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
臥
牛
山
ま
つ
り
、
夏
の
い

ち
ご
煮
祭
り
、
秋
の
階
上
早
生
新

そ
ば
ま
つ
り
、
冬
の
え
ん
ぶ
り
な

ど
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
特
に
人
気
を
集
め
て
い
る
の

が
巨
木
・
古
木
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
。

推
定
樹
齢
千
年
の
「
銀
杏
木
窪
の

大
銀
杏
」
や
推
定
樹
齢
八
百
五
十

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

階
上
町
ル
ー
ト

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
の

お
も
て
な
し

年
間
を
通
し
て
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

ま

ち
づくりへ

の

三戸郡

階
はしかみちょう

上町

人
が
行
き
交
う
ま
ち
を
め
ざ
し
て　
　
　
　

　

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
等
を

活
用
し
た
観
光
戦
略
の
推
進
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年
の
「
茨
島
の
ト
チ
ノ
キ
」
な
ど
、

町
に
点
在
す
る
国
内
・
県
内
最
大

級
の
二
十
三
本
の
中
か
ら
、
毎
回

十
本
程
度
の
巨
木
・
古
木
を
「
階

上
売
り
込
み
隊
」
の
ガ
イ
ド
で
巡

る
も
の
。
力
強
い
生
命
力
を
感
じ

さ
せ
る
巨
木
に
触
れ
な
が
ら
全
国

的
に
珍
し
い
巨
木
の
郷
を
堪
能
で

き
ま
す
。

　

三
陸
リ
ア
ス
式
海
岸
に
面
し
漁

業
が
盛
ん
な
階
上
町
で
は
、
ア
イ

ナ
メ
や
天
然
ヒ
ラ
メ
、
真
昆
布
や

布
の
り
な
ど
、
三
陸
の
豊
富
な
魚

介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
と
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、
数
あ
る

特
産
品
の
な
か
で
も
特
に
代
表
的

な
も
の
と
い
え
ば
「
元
祖
い
ち
ご

煮
」
と
「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
」。

町
内
飲
食
店
で
の
食
べ
比
べ
も
町

を
訪
れ
る
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

〇
元
祖
い
ち
ご
煮

　

ウ
ニ
と
ア
ワ
ビ
を
ぜ
い
た
く
に

潮
汁
に
仕
立
て
た
「
い
ち
ご
煮
」

は
、
階
上
町
を
代
表
す
る
郷
土
料

理
で
す
。
毎
年
七
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
る
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
い

ち
ご
煮
祭
り
」に
は
、〝
箸
が
立
つ
〞

ほ
ど
具
だ
く
さ
ん
の
「
元
祖
い
ち

ご
煮
」
を
求
め
て
大
勢
の
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
『
は
し
か
み
い
ち
ご
煮
祭
り
』

は
七
月
二
十
九
日
（
土
）・
三
十

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
磯

の
香
り
、
ウ
ニ
の
甘
さ
、
ア
ワ
ビ

の
歯
ご
た
え
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。

〇
階
上
早
生
（
は
し
か
み
わ
せ
）

階
上
そ
ば

　
「
階
上
早
生
」
は
大
正
七
年
に

命
名
さ
れ
、
青
森
県
で
唯
一
の
奨

励
品
種
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
農

業
の
活
性
化
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
階

上
」
の
名
が
つ
い
た
そ
ば
を
復
活

さ
せ
、平
成
二
十
年
二
月
に
は【
階

上
早
生
階
上
そ
ば
】
を
商
標
登
録
。

階
上
そ
ば
振
興
委
員
会
の
厳
し
い

基
準
・
管
理
の
も
と
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

秋
が
深
ま
る
十
月
末
に
香
り
高

い
新
そ
ば
が
出
回
り
ま
す
。
挽
き

た
て
、
打
ち
た
て
、
茹
で
た
て
の

階
上
早
生
そ
ば
は
絶
品
。
ジ
ェ

ラ
ー
ト
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど

の
そ
ば
ス
イ
ー
ツ
や
階
上
早
生
を

ぜ
い
た
く
に
使
用
し
た
本
格
そ
ば

焼
酎
も
好
評
で
す
。

　

町
で
は
現
在
、
海
業
支
援
施
設

「（
仮
称
）ハ
マ
の
駅
」の
来
春
オ
ー

プ
ン
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
同
施
設
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
産

直
、
加
工
作
業
所
な
ど
を
備
え
て

お
り
、
観
光
客
ら
に
漁
村
特
有
の

新
鮮
な
魚
介
類
等
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
体
験
学
習
や
海
洋
性

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど

同
施
設
を
拠
点
と
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
八
戸
市
・
三
沢
市
・
お
い

ら
せ
町
の
近
隣
市
町
を
含
め
た
地

域
全
体
の
水
産
業
の
振
興
と
、
地

場
資
源
を
活
か
し
た
浜
の
活
性
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
新
規
漁
業

就
業
者
の
確
保
と
漁
業
者
の
所
得

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

階
上
町
で
は
今
後
も
豊
富
な

食
・
観
光
資
源
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
再

生
・
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
階
上
町
役

場
産
業
振
興
課
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。【
０
１
７
８
（
８
８
）
２
１

１
１
】

食
の
魅
力
も
満
喫
！

「
ハ
マ
の
駅
」開設

に
向
け
て

巨木・古木めぐり

商標登録
第5112587号

階上町を代表する郷土料理「元祖いちご煮」階上町を代表する郷土料理「元祖いちご煮」

建設が進む「（仮称）ハマの駅」
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町 村 ト ピ ッ ク ス

大
好
評
！
水
陸
両
用
バ
ス

　

津
軽
白
神
号

外
ヶ
浜
町
港
ま
つ
り

　「りんご灯まつり」が８月９～10日
の２日間、板柳町役場を主会場に開催
されます。りんごの豊作と作業の安全
を祈願するこの祭りのメインは、たわ
わに実るりんごを表している「りんご
山笠」の提灯。８月10日の夜「ノレサ！
ソレサ！」の掛け声で町内を練り歩き
ます。いろいろな催しもあります。
※詳しい日程が決まり次第、町ホーム
ページなどでお知らせします。
http://www.town.itayanagi.aomori.jp

北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

２
０
１
７
り
ん
ご
灯
ま
つ
り

中津軽郡

に
し
め
や
む
ら

西
目
屋
村

　外ヶ浜町の郷土芸能や海の幸が堪能
できるイベントで、今年は７月16日に
開催されます。ホタテ焼きや地元米粉
を使った棒パンなどを無料でご提供し
ます。
　また、ステージイベントや縄文体験
コーナー、地元漁協や周辺町村の物産
販売も行いますのでぜひ外ヶ浜町蟹田
漁港までお越しください。

東津軽郡

そ
と
が
は
ま
ま
ち

外
ヶ
浜
町

問い合わせ先　外ヶ浜町役場産業観光課
　　　　　　　TEL 0174-31-1228

問い合わせ先　津軽白神ツアー
　　　　　　　TEL 0172-85-3315

問い合わせ先　板柳町役場産業振興課
　　　　　　　TEL 0172-73-2111

　日本有数の菜の花畑から採れる菜の
花蜂蜜は他の蜂蜜に比べとても多くの
ブドウ糖を含みます。そのため結晶化
するスピードが早く、液状のまま瓶詰
め出来るのは収穫した当日だけという
貴重な非加熱の生はちみつです。即日
瓶詰めによる採りたての香りもお届け
します。菜の花生はちみつは道の駅よ
こはま他にて販売しております。

上北郡

よ
こ
は
ま
ま
ち

横
浜
町

菜
の
花
の
町
の

菜
の
花
生
は
ち
み
つ

問い合わせ先　横浜町役場産業振興課
　　　　　　　TEL 0175-78-2111

　2017年４月30日から運行を開始し
た、水陸両用バス「津軽白神号」。１
日５便の運行で、所要時間は70分（陸
上を約35分、水上を約35分）となりま
す。出発は物産センタービーチにしめ
やで大勢のお客さんで賑わっていま
す。予約、受付は津軽白神ツアーまで
お問い合わせください。

※

写
真
と
内
容
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　六ヶ所村立屋内温水プールが６月20日
にオープンしました。25ｍプールや歩行
プール、子どもプールのほかジャグジー
や採暖室も完備。また、トレーニングルー
ムでは充実した器具を利用して、有酸素
運動や筋肉トレーニングなどを行うこと
ができ、皆さんが気軽に健康増進を図れ
る場所となっております。
■開館時間　10時～21時
■休館日　　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
■入館料　　【村内】　高校・一般　200円／
　　　　　　　　　　小・中学生　100円
　　　　　　【村外】　高校・一般　300円／
　　　　　　　　　　小・中学生　150円

＊未就学児、村内住居70歳以上は無料

上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

一
年
中
い
つ
で
も
泳
げ
る
！

「
六
ヶ
所
村
立
屋
内
温
水
プ
ー
ル｣

下北郡

ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

東
通
村

　「飲むヨーグルト」で有名な新郷村
ですが、「新郷生キャラ煎餅」はご存
じでしょうか？ 村の特産品である新郷
黒飴と地元産の牛乳、バターを使った
生キャラメルを、２枚の南部煎餅でサ
ンド。サクサクとした南部煎餅の素朴
な味と塩気に、生キャラメルの深いコ
クとまろやかな甘さがマッチします。
　まさに「口コミ」で好評を頂いてい
る生キャラ煎餅！ぜひご賞味くださ
い！

三戸郡

し
ん
ご
う
む
ら

新
郷
村

南
部
煎
餅
で
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
を

サ
ン
ド
し
た
懐
か
し
く
新
し
い
味
！

問い合わせ先　六ヶ所村立屋内温水プール指定管理者
　　　　　　　特定非営利活動法人　六ヶ所村体育協会
　　　　　　　TEL 0175-73-7307

問い合わせ先　東通ヒラメ料理推進協議会事務局
　　　　　　　（東通村役場経営企画課内）
　　　　　　　TEL 0175-27-2111

問い合わせ先　（一財）新郷村ふるさと活性化公社
　　　　　　　TEL 0178-78-2511

県
内
５
番
目
の
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ

「
東
通
天
然
ヒ
ラ
メ
刺
身
重
」デ
ビ
ュ
ー
！

　県内でも屈指の水揚げを誇る東通村
の天然ヒラメ（青森県第２位）を中心
とした、県内５番目となる新・ご当地
グルメ「東通天然ヒラメ刺身重」が７
月１日（土）にデビューしました！　
　「刺身５点盛り」、「ファイヤーグル
メ」、「特製三段重」などで地場産食材
のオールスターズによるコース料理が
村内３店舗でお楽しみいただけます。
　東通村へお越しの際は、ぜひご賞味
を！

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組 
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１ 
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー 
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記 
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

※
写
真
と
内
容
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

※
写
真
と
内
容
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課［共済事業］　TEL 017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　43％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

○　　　 平成29年１月からロードサービスが自動付帯NEW!!

　

本
会
は
四
月
二
十
一
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
総
合
賠
償
補

償
保
険
事
務
担
当
者
研
修
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
担

当
者
三
十
六
名
。

　

研
修
会
で
は
、
本
会
の
小
笠
原

常
務
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

本
保
険
幹
事
会
社
で
あ
る
損
害
保

険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
（
株
）
の

小
沢
課
長
か
ら
「
一
年
前
、
青
森

で
も
強
風
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た

が
、
大
き
な
被
害
を
伴
う
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
る
。
賠
償
責
任

が
発
生
し
被
害
者
と
接
す
る
状
況

に
な
っ
た
時
は
、原
点
に
立
ち
返
っ

て
対
応
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
全
国
町
村
会
総
合
賠

償
補
償
保
険
の
概
要
と
事
故
処
理

に
つ
い
て
、
同
社
青
森
支
店
法
人

支
社
の
田
中
敦
特
命
課
長
及
び
青

森
保
険
金
サ
ー
ビ
ス
課
の
加
藤
義

大
副
長
か
ら
「
賠
償
責
任
保
険
は
、

法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
担
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
を
支
払

う
も
の
。
賠
償
責
任
が
あ
る
か
ど

う
か
は
具
体
的
状
況
・
事
情
に
よ

り
変
わ
る
が
、
予
見
回
避
が
可
能

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
当
て
は
め

て
考
え
る
。
車
両
に
落
雪
し
た
場

合
で
は
、
建
物
管
理
者
の
み
な
ら

ず
、
車
両
所
有
者
も
事
故
発
生
の

危
険
を
予
測
回
避
す
る
義
務
が
あ

り
、
過
失
相
殺
の
対
象
と
な
る
。

通
常
の
事
故
対
応
を
超
え
る
場
合

等
は
弁
護
士
委
任
も
可
能
で
あ
り

相
談
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
事

故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
青
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
町

村
会
へ
連
絡
し
、
事
案
の
早
期
解

決
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な

ど
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
会
事
務
局
が
加
入

依
頼
書
の
記
入
方
法
や
平
成
二
十

八
年
度
取
扱
状
等
を
説
明
し
、
本

保
険
制
度
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
求
め
た
。

総
合
賠
償
補
償
保
険
制
度
を
説
明

事
務
担
当
者
研
修
会あいさつする小沢課長
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

　

本
会
は
六
月
二
十
一
日
、
青
森

市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
災

害
共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町

村
及
び
一
部
事
務
組
合
等
の
事
務

担
当
者
約
百
人
。

　

は
じ
め
に
本
会
の
小
笠
原
常
務

理
事
が
「
相
互
救
済
を
原
則
と
す

る
共
済
事
業
の
安
定
的
な
運
営
は
、

加
入
団
体
と
加
入
者
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。
事
業
の
更
な
る

充
実
強
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
事
務
を
担

当
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
の
御
理
解

と
御
協
力
が
不
可
欠
。
今
後
も
皆

様
方
の
ご
要
望
に
応
え
る
事
業
と

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

打
合
会
で
は
、
全
国
町
村
会
災

害
共
済
部
の
坂
中
庶
務
課
長
が
共

済
事
業
の
全
国
的
な
動
向
に
つ
い

て
説
明
し
た
ほ
か
、
杉
山
庶
務
課

参
事
が
全
国
町
村
等
職
員
個
人
年

金
共
済
事
業
及
び
全
国
町
村
職
員

任
意
共
済
保
険
に
つ
い
て
、
公
有

物
件
課
の
照
井
主
事
が
全
国
自
治

協
会
災
害
共
済
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は

弔
慰
金
事
業
の
緊
急
送
金

に
つ
い
て
、
生
協
火
災
・

自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
、

並
び
に
公
有
・
生
協
自
動

車
事
故
処
理
伴
う
事
務
手

続
き
等
を
説
明
し
た
ほ
か
、

車
両
保
険
幹
事
会
社
で
あ

る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
青

森
支
社
よ
り
車
両
共
済
、

生
協
特
定
疾
病
、
災
害
対

策
費
用
保
険
制
度
の
説
明

が
あ
っ
た
。

各
種
共
済
事
業
を
説
明

災
害
共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会

説明する全国町村会坂中庶務課長
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随 想
第34話

　

平
内
町
は
、
青
森
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
陸
奥
湾
に
夏
泊
半

島
を
突
き
出
す
、
美
し
い
海
と
山

の
町
で
す
。
気
象
条
件
と
し
て
は
、

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
ヤ
マ
セ

が
吹
い
て
低
温
が
続
き
、
冬
場
は

積
雪
も
多
く
特
別
豪
雪
地
帯
に
指

定
さ
れ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
気
象

条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
自
然
環
境
で

は
あ
り
ま
す
が
、
美
し
い
景
観
に

恵
ま
れ
、
浅
虫
・
夏
泊
県
立
自
然

公
園
と
夜
越
山
森
林
公
園
を
抱
え
、

特
に
夏
泊
半
島
に
は
、
特
別
天
然

記
念
物
「
小
湊
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
お

よ
び
そ
の
渡
来
地
」
で
知
ら
れ
る

浅
所
海
岸
や
、「
ツ
バ
キ
自
生
北

限
地
帯
」
と
し
て
天
然
記
念
物
の

指
定
を
受
け
た
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
咲

く
椿
山
、
裾
野
に
広
が
る
椿
山
海

岸
は
「
日
本
の
渚
・
百
選
」
に
選

ば
れ
る
な
ど
年
間
を
通
じ
て
観
光

客
が
絶
え
な
い
風
光
明
媚
な
町
で

す
。

　

さ
ら
に
、
三
味
線
界
の
第
一
人

者
で
津
軽
三
味
線
を
芸
術
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
築
き
、
国
際
的

に
も
高
い
評
価
を
受
け
た
高
橋
竹

山
氏
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
と
し
て

も
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
内
町
は
ホ
タ
テ
養
殖
を
軸
に

し
た
水
産
業
が
町
の
基
幹
産
業
で

あ
り
、
青
森
県
産
の
ホ
タ
テ
の
約

半
分
を
水
揚
げ
す
る
、
ホ
タ
テ
の

町
で
す
。
以
前
は
ホ
タ
テ
を
食
べ

る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
多
く
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
状

況
が
続
い
た
た
め
、
地
元
の
料
理

人
と
と
も
に
、
新
・
ご
当
地
グ
ル

メ
開
発
に
着
手
し
、
平
成
二
十
七

年
三
月
二
十
五
日
に
「
平
内
ホ
タ

テ
活
御
膳
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
そ
の
味
を

堪
能
す
る
た
め
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
、
当
初
予
定
し
て
い
た
年
間

一
万
食
を
は
る
か
に
超
え
る
一
万

七
千
食
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
勢
の
団
体
客

を
受
け
入
れ
、
特
産
の
ホ
タ
テ
を

提
供
で
き
る
飲
食
施
設
が
な
い
こ

と
か
ら
、
現
在
「（
仮
称
）
ほ
た

て
広
場
グ
ル
メ
エ
リ
ア
整
備
事

業
」
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
と
ホ
タ
テ
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
知
名
度
の
向

上
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら

当
町
に
在
住
す
る
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
、
第
二
子
以
降
の
保
育
料

を
無
料
化
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
は
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
よ
り
子
育
て
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
、
幼
稚
園
・
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
通
う
児
童

の
保
育
料
を
完
全
無
料
化
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
人
口
の
減
少
を
抑
制

し
、
地
域
の
活
性
化
と
定
住
促
進

を
図
る
た
め
、
新
築
住
宅
建
設
者

へ
建
設
費
の
一
部
、
民
間
賃
貸
住

宅
に
住
む
世
帯
に
家
賃
の
一
部
を

そ
れ
ぞ
れ
補
助
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
の
人
口
は
一
九
五
〇
年
を

ピ
ー
ク
に
そ
の
後
は
減
少
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
一
九
九
四
年
を
境
に
老
年

人
口
が
年
少
人
口
を
上
回
り
、
生

産
年
齢
人
口
に
つ
い
て
も
近
年
は

減
少
傾
向
が
顕
著
で
す
。

　

こ
う
し
た
深
刻
な
人
口
問
題
は
、

若
者
や
労
働
力
の
流
出
等
に
よ
る

人
材
不
足
や
経
済
力
の
低
下
を
招

く
な
ど
、
地
域
経
済
及
び
地
域
振

興
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

当
町
が
直
面
し
て
い
る
こ
の
問
題

を
克
服
し
、
地
域
経
済
及
び
地
域

振
興
の
創
生
を
成
し
遂
げ
る
た
め

に
は
、
町
民
と
と
も
に
ね
ば
り
強

く
、
停
滞
す
る
こ
と
な
く
課
題
解

決
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

若
い
人
た
ち
の
元
気
が
町
の
活
力

の
カ
ギ
で
す
。
若
者
の
活
動
を
支

援
し
、
一
緒
に
な
っ
て
人
と
自
然

が
調
和
し
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
元

気
な
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
は
遊
離
ア
ミ

ノ
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
に
濃
厚
な
甘
み
と
う

ま
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
平
内
町
へ
お
越
し
く

だ
さ
り
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
訪
れ
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

「
住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
づ
く
りひらないの春まつり（ホタテ拾い）

平内ホタテ活御膳

船
ふな

橋
はし

　茂
しげ

久
ひさ

プロフィール
中南地域県民局地域連携部長、
㈶青森県フェリー埠頭公社事務局長
現在２期目、67歳。

平内町長


